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2議会だより【令和５年２月】

議  案  等  別  表  決  一  覧  表
令和４年１１月臨時会（会期：令和４年１１月４日）

○：賛成、×：反対、－：退席、欠：欠席　　	

（※平家恭治議長は採決に加わっていません）
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番　号 件　　　名（摘要） 審議結果

議案第53号 令和４年度八幡浜市一般会計補正予算（第５号） ○○○○×○○○○※○○○○○○ 原案可決

令和４年１２月定例会（会期：令和４年１２月６日〜令和４年１２月２２日）

認定第１号
令和３年度八幡浜市一般会計及び特別会計歳入歳出決算
の認定について

○○○○×○○○○

※

○○○○○○ 認 定

認定第２号 令和３年度八幡浜市下水道事業会計決算の認定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 認 定

認定第３号 令和３年度八幡浜市水道事業会計決算の認定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 認 定

認定第４号 令和３年度八幡浜市簡易水道事業会計決算の認定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 認 定

認定第５号 令和３年度市立八幡浜総合病院事業会計決算の認定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 認 定

同 意 案
第 ２ 号

名誉市民の選定について ○○○○―○○○○ ○○○○○○ 原案同意

議案第54号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第55号「指定管理者の指定について」の議決変更について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第56号 八幡浜市駐車場条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第57号
八幡浜市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定に
ついて

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第58号 八幡浜市個人情報保護審議会条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第59号
八幡浜市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第60号
八幡浜市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する
等の条例の制定について

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第61号 令和４年度八幡浜市一般会計補正予算（第６号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第62号
令和４年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第63号
令和４年度八幡浜市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第64号 令和４年度八幡浜市介護保険特別会計補正予算（第２号）○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第65号
令和４年度八幡浜市介護サービス事業特別会計補正予算
（第１号）

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第66号
令和４年度八幡浜市水産物地方卸売市場事業特別会計補
正予算（第１号）

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第67号
令和４年度八幡浜市港湾整備事業特別会計補正予算
（第１号）

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第68号 令和４年度八幡浜市下水道事業会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第69号 令和４年度八幡浜市水道事業会計補正予算（第１号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第70号 令和４年度八幡浜市簡易水道事業会計補正予算（第１号）○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第71号
令和４年度市立八幡浜総合病院事業会計補正予算
（第１号）

○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第72号 令和４年度八幡浜市一般会計補正予算（第７号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

請願第３号 学校給食の無償化を求める請願 ××××○×××× ×××××× 不採択

議員提出議案
第 ２ 号

インボイス制度の実施延期を求める意見書の提出について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決
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人が市政をただす！４
今定例会では、４人の議員が一般質問に立ち、市長はじめ関係理事者の

考え方をただしました。

掲載は質問順で、質問及び理事者答弁は質問者本人が要約したものです。

なお、一般質問の詳細につきましては、会議録に掲載しています。

＊会議録は、八幡浜市議会ホームページ上、議会事務局、市立図書館、中央公民館でご覧いただけます。

質問者（質問順） 質　　問　　項　　目 ページ

佐々木加代子

1.	 「書かない窓口」について

2.	 保育所における利用者負担・保育士業務の軽減について

3.	 男性トイレにサニタリーＢＯＸ設置を

4.	 救命率向上へつながるＡＥＤの設置について

４

菊 池 　 彰
1.	 通園・通所・通学バスの安全対策について

2.	 デジタル教科書への取り組み・電子図書館の導入について
５

西 山 一 規
1.	 ごみ出しの見直しについて

2.	 市ホームページのセキュリティーについて ６

遠 藤 　 綾

1.	 市長の政治姿勢について

2.	 国保税の減額について

3.	 高齢者の補聴器助成について

4.	 学校給食のあり方について

７

〜議会を傍聴しませんか？〜 ネット配信しています！

傍聴席は、八幡浜庁舎７階に設

置しています。傍聴席入口には、

受付簿を置いてありますので、

氏名、住所等をご記入のうえ、

是非とも議会を傍聴してみてく

ださい。

本会議（開会日、一般質問）の

中継録画を配信しております。

八幡浜市議会ホームページから

ご覧ください。

八幡浜市議会
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　住民の転入や転出、住民票の写しや証明書の請

求、印鑑登録の手続など申請書を書かなくても手続

が出来る、窓口サービスの向上を目的とした書かな

い窓口を導入してはどうか。

　書かない窓口を導入した場合、申請者は申請書

を記入する手間が省かれるため、利便性の向上や、

待ち時間の短縮につながる。また、記載内容の確認

や修正が減るため、業務の効率化も期待できる。

　一方、システム導入や運用に係る費用や窓口の設

置、混雑時の対応など、考慮しなければならない事

項もある。DXを推進、具体化する中で、窓口サー

ビスの向上や業務効率化を図る取組として、書かな

い窓口の導入についても前向きに検討していく。

　加齢による尿漏れや男性特有の病気である前立

腺肥大や前立腺がんを罹患された方の中には、尿漏

れパッドを使用している方がおられ、最近では増え

てきているとのこと。尿漏れパッドを日常生活に使

用する男性が、安心して外出できるよう、男性トイ

レにサニタリーボックス設置と、設置案内表示をし

て欲しいがどうか。

　社会的な要請に応えるため、まずは両庁舎のう

ち、来庁者が多く見込まれる男性トイレへの設置か

ら始めていく。先進事例を参考

に、サニタリーボックスの容量の

検討のほか、設置の理由を示すな

ど、利用者の方に安心して使用い

ただけるよう努めていきたい。

　AEDを使用する際、女性の傷病者に対して男性

が救助に当たる場合では、AED使用をためらうケー

スがあるとの話を伺った。プライバシーに配慮しつ

つ迅速な救命活動につなげるため、AEDボックスや

収納ケースの中に、三角巾の配備を要望したいがど

うか。

　全国的に女性に対するAEDの使用をためらう

傾向があり、近年はAED内へ三角巾を配備し電極

パッドを貼った後、身体に三角巾をかけるという女

性に配慮した心肺蘇生法が普及している。今後は八

幡浜市においても、助ける人、助けられる人の心理

状況を踏まえ、男女を問わず傷病者のプライバシー

を守りつつ救命率向上を目指すため、三角巾とその

使用方法が分かるリーフレットの配備を、まずは市

の公共施設に設置しているAEDから実施していき

たい。また、消防署が

実施している救急講

習会等においても、

AED使用時の三角巾

の使用方法を含め、女

性に配慮した講習会と

なるよう連携して取組

んでいきたい。

議員佐々木加代子
窓口サービスの向上を目的とした書
かない窓口を導入してはどうか！
副市長

DXを推進、具体化する中で、窓口
サービスの向上や業務効率化を図る
取組として前向きに検討していく

男性トイレにサニタリーボック
ス設置を

救命率の向上へつながるAＥD
の設置について

書かない窓口について

問

問

問

答

答

答



5 議会だより【令和５年２月】

市 長

　昨年７月と本年９月、認

定こども園の通園バスの車内

に園児が取り残されて、熱中

症で亡くなるという痛ましい

事件が発生した。運転手は園児が全員降車したか確

認を怠り、またクラスの担任は欠席したと考え、保

護者に問い合わせをしなかったなど、複数のヒュー

マンエラーが重なったことが原因と考えられてい

る。登園時のチェックの仕方、無断欠席した場合の

保護者への確認について、どういった方法を取って

いるのか伺う。

　公立・私立の施設とも、園児の出欠確認は担当

者が出席簿で確認をして、その後、園内で情報を共

有している。連絡なしで園児が登園してない場合は

保護者へ電話をして、欠席かどうか確認している。

保護者と連絡が取れない場合は、すぐに勤務先や祖

父母等家族の方に電話をするなど、必ず連絡が取れ

るまで対応している。

　本年11月、岩手県において小学校１年生がス

クールバスで下校時に寝込んでしまい、閉じ込めら

れる事案が発生した。保護者から閉じ込められた時

にはクラクションを鳴らすように教わっていたこと

で、運転手が気づいて引き返し、事なきを得た。

　その後、全国各地の保育所・幼稚園でクラクショ

ンを鳴らす、力が足りないときはハンドルに腰をか

けて音を出す訓練が実施されたとの報道があった。

　該当する私立幼稚園３園でクラクションを鳴らす

訓練を実施したところはあるのか、またスクールバ

ス利用の小学生に対しても訓練の実施、事例の報告

をされたのか伺う。

　調査の結果、どの園も訓練は実施していない。

同乗している職員が園児の降車後、必ず見回りを

行っている。また施錠前に運転手が座席のアルコー

ル消毒と併せて、再度確認している。しかし、万が

一に備えて国からもクラクションを鳴らす訓練が示

されているので、該当する施設に対して市からも再

度通知を行う。スク－ルバス利用の小学生に訓練の

実施はしていないが、国・県からの安全管理の徹底

に関する指導を各委託業者に伝えており、運転手に

対して指導していただいている。

　デジタル教科書は図や文字を拡大し、音声や動

画も視聴できるのが特徴である。読み上げ機能や

タッチペンによる書き込みもでき、学習方法の広が

り、デジタル機能の活用による教育活動の一層の充

実が期待されている。現在の取り組み状況・今後の

計画について伺う。

　国は児童・生徒用デジタ

ル教科書の普及促進、その効

果、影響について検証するた

め、令和２年度より実証実験

を実施している。これは学校

ごとに活用したい教科を希望

する仕組みで、この制度を利用して今年度より全て

の小中学校で導入しており、５月より本格的な活用

がはじまっている。今後は、デジタル教科書を使っ

た効果的な学習活動の実現に向け、教師が実際に使

用する機会を確保するために、指導者用のデジタル

教科書が必要であると考えている。令和６年度に小

学校の教科書の改訂が行われるので、その後の国・

県の動向を見ながら導入を検討していきたい。

議員菊 池　 彰
通園バス運行の私立幼稚園3園につい
て、安全管理の指導は出来ているのか！

連絡体制や人数チェック等、安全に管
理されていることを確認済みである

通園・通所・通学バスの安全対
策について

デジタル教科書への取り組みに
ついて

問

問

問

答

答

答
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市 長

議員西 山 一 規
ごみ出しの見直しを！

動画を作成し市民に伝えていく

　ペットボトル・プラごみ回収日に収集場所があ

ふれていることがあるが、収集日を増やせないか。

　現状では難しいが、今後の課題として検討して

いく。

　透明ポリ袋の節約と、収集場所での減量のた

め、ペットボトル・プラごみを潰して出しても良い

のか。

　潰して出すことは可能だが、環境センター内で

圧縮する際に塊になりにくいため、できれば潰さな

いでほしい。

　潰して出すよう指定している自治体もあるた

め、今後調査・研究していただきたい。

　缶についてはどうか。

　潰して出すことは可能だが、ペットボトルと同

じ理由で、できれば潰さないでほしい。

　ごみのガイドブックと早見表は、どちらも市の

ホームページから閲覧できるが、パソコンやスマー

トフォンで中身の文字検索ができずに不便である。

検索可能にできないか。

　来年更新予定であり、それに合わせて作成業者

と協議して対応する。

　ルール違反で警告シールが貼られることを減ら

すため、収集場所の実情に合わせカスタマイズした

案内表示はできないか。

　地区住民から要望があれ

ば、表示内容を住民と協議

し、案内表示を掲示している

ので課に相談してほしい。

　市ホームページを閲覧すると、通信が暗号化さ

れないために、画面に「保護されていない通信」と

表示される。このことにより考えられる問題点は。

　現在、市ホームページは通信が暗号化されてい

るhttps:ではなく、暗号化されないhttp:を使用して

いるため、「お問い合わせフォーム」等に入力した

情報は第三者に見られる恐れがあるが、ホームペー

ジを閲覧するだけなら問題は発生しない。

　県内市町で、当市以外は全て暗号化された

https:での運用となっている。当市での対応予定は

あるのか。

　12月末に市ホームページのリニューアルを予

定しており、その際に暗号化されたhttps:に変更す

る。その他、脆弱性に対応し、セキュリティーをよ

り高めていく考えである。

　令和４年12月23日、暗号化対応済み。

市ホームページのセキュリ
ティーについて

ごみ出しの見直しについて

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

要望

補足
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市 長

議員遠 藤　 綾
旧統一協会との関係はないか！

過去、現在、未来、関係ない

　旧統一協会は、毎年数百億円を日本の信者から

集め、韓国に送ってきたといわれている。宗教法人

の正体を隠した勧誘や、洗脳、先祖の因縁をあおっ

た物品の購入や、高額献金は違法行為である。

　市長においては、反社会的団体ということが明ら

かになった旧統一協会との関係はないか。

　信仰の自由は憲法で定められた権利だが、不法

行為や人権を侵害する活動はあってはならないと考

えている。私自身、これまでに旧統一協会や関連団

体の会合に出席したことや祝電を送ったことはな

く、それらの団体とは過去、現在、未来、関係

ない。

　旧統一協会の被害者から相談を受けるなど、被

害の実態はつかんでいるか。どこの窓口が対応か。

　商工観光課内に消費者生活センターを設置して

いる。これまでに、そのような相談はなかった。市

民の消費生活に係るトラブルや特殊詐欺に関する相

談を広く受け付けている。もしあればご相談を。　

　国は、子育て世帯の経済的負担軽減の観点か

ら、2022年4月から、国保税の加入者1人あたりに

かかる均等割を、未就学児までだが、公費で5割補

助すると決めた。（国1/2、県1/4、市1/4）これに

よる市の負担はどのくらいになるか。

　これを18歳まで5割補助を市独自で行った場合の

負担はどのくらいか。市独自で行う考えはあるか。

　対象の未就学児は189人、均等割保険料軽減

額は200万1,666円であり、市の負担は1/4の50万

417円になる見込みで、一般会計から国民健康保険

事業会計への繰り出しにより措置することになる。

　軽減の対象を18歳まで拡充した場合、対象者は

771人。均等割り保険料軽減額は約870万円とな

る。先述の未就学児の均等割り保険料軽減額が約

200万円なので、差額の約670万円が新たな負担と

なる。

　平成30年度から県が国保運営の主体となり、保

険料水準の統一に向けた取組を進めているので、市

独自での負担軽減の実施は考えていない。

　高齢者の難聴は認知症の要因の一つとして指摘

され、早期発見が求められる。特定健診に聴力検査

を入れてはどうか。市独自の補聴器助成の創設を。

　特定健診では、聴力検査は含まれていない。難

聴は認知機能の低下に影響を与えることが分かって

きたので、特定健診の受

診者に聴力検査の必要性

を周知啓発したい。県内

で補聴器助成をしている

市町はなく、全国の状況

について調査研究を行い

たい。

　学校給食は、義務教育の一環として、食育とい

う観点からも無償化すべきと思うが、どう考えるか。

　食育とは、豊かな人間関係の形成など、食の指

導を通して生きる力を育む教育の一環として、極め

て重要と考える。しかし、教科書の無償化や、医療

費助成とは質的に異なり、現時点では考えていな

い。物価高騰で値上げが必要な場合は、市で対応し

たい。

世界平和統一家庭連合（旧統一
協会）について

国保均等割の負担軽減について

高齢者の補聴器助成について

学校給食のあり方について

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答
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石川県金沢市

報 告 者
石川県七尾市

副 委 員 長

井 上  剛

総務産業委員会

行政視察報告
・無電柱化事業の取り組みについて

・移住交流事業について

　平成元年制定の金沢市景観条例に基づき、金沢

城兼六園を中心とする旧市街地地区を保存優先地

区に、金沢駅西地区を開発優先地区にとの区分け

を進め、良質な景観の形成、通行空間の確保、防

災機能の向上をもって、世界の交流拠点都市金沢

を目指すと位置づけています。これまでに、延べ

33㎞の無電柱化事業を実施、現在も14.8㎞の整備

が進められています。無電柱化の方式は、現場の

状況に応じ、これまでに埋設されている管路など

の活用、軒下配線、脇道配線、電灯に電柱機能を

持たせるソフト地中化、京都先斗町などにも使わ

れている浅層埋設など多様な手法が用いられてい

ました。

　現場見学に於いては、施工中の写真や図面、実

際の設備などを間近に見ることができ、土地の狭

い当市においてこの地上部分をどのように設置し

ていくかという、率直な感想と工夫の必要性を実

感、また、施工地域住民との対話は小規模なエリ

アを選定し、ワークショップを重ねより丁寧な運

びに尽力され、イメージの提案、方式の検討、基

本計画の策定と、時間をかけ進められていまし

た。この事業を進めていく課題や問題点を具体的

につかむことができました。

　七尾市では、移住支援のため近隣市町合同で情

報発信並びに活動支援に取り組むことを目的とし

た協議会を設置し、それぞれの市町で役割分担を

行い、各市町の関係団体とも連携し、魅力発信、

移住者の掘り起こしやサポートに取り組まれてい

ます。また、日本航空のキャビンアテンドを、ふ

るさと応援隊アンバサダーとして委嘱しＰＲに努

めるとともに、人材マッチング会社と連携し地元

企業の人材の確保に注力、その費用を一定期間自

治体が支援し事業の発展と経費負担の軽減に役

立っており、七尾市独自のワーケーション事業拡

大にも寄与しています。

　また、創業支援塾「七尾創業アカデミー」を展

開、卒業者には経産省による融資の際の加点項目

も付与されています。その他、空き店舗の登録や

紹介をする「空き店舗バンク」を公開するととも

に見学バスツアーなども開催、不動産賃貸の一助

となっています。各種補助金の制度も移住者向け

住宅取得奨励金、補助金、家賃補助、結婚新生活

支援などを行っていて、実際にＪＲ七尾駅より七

尾市役所までの道中、「埼玉県からの移住者の

店」と看板に記載された飲食店もあり、移住交流

事業の一端を見ました。また、七尾市職員さんよ

り、移住者の情報収集が難しいということでした

ので、事前アンケートを基にした八幡浜市の取り

組みを伝えると、さっそく参考にしてみたいとの

回答もあり、相

互に気付きのあ

る大変有意義な

視察研修となり

ました。

金沢市での視察報告 七尾市での視察報告
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愛知県小牧市

報 告 者
三重県いなべ市

副 委 員 長

平 野 良 哉

民生文教委員会

行政視察報告
・こまき健康いきいきポイント制度
・こまき支え合いいきいきポイント制度

・農と福祉の連携プロジェクト

　１，『こまき健康いきいきポイント制度』

　目的は市民の健康づくりの関心を高め、楽しく

継続できる環境をつくることにより、健康寿命の

延伸に寄与することです。内容は市内の中学生以

上を対象に自分にあった健康づくりにチャレンジ

してポイントをため、楽しみながら健康づくりが

できる事業です。チャレンジシートを入手後に１

年間のうちに健康に関するチャレンジに取り組み、

1,000ポイント獲得すると、「1,000円分のこまき

プレミアム商品券」等がプレゼントされる仕組み

です。効果としては、市民から健康づくりの励み

になると一定の評価を得ているとのことでした。

　２，『こまき支え合いいきいきポイント制度』

　目的は介護施設やサロンでのお手伝いや高齢者

のちょっとした困りごと支援などの活動を通じて、

地域での支え合い・助け合い活動の促進、高齢者

の介護への理解を深めていただくこと、また活動

に応じて、市内限定商品券と交換できるポイント

を付与することで、活動に参加するきっかけづく

りや活動を続けていく励みにしていただくことで

す。18歳以上の市民で「お互いさまサポーター」

として登録し、貯めたポイントを地域限定商品券

に交換できる制度です。当市においても健康づく

りや支援サービ

スが色々と行わ

れ て い ま す が 、

ポイント制度は

市民への有効な

啓発の方法と思

われました。

　いなべ市においては
「福祉事業所篠立（し
のだち）きのこ園」を
視察しました。「篠立
きのこ園」は、就労継
続支援Ｂ型の認定を受
けた就労支援福祉施設
で、障がいのある方が就労に向けて訓練を行い、
より社会生活になじんでいくために能力や技術の
向上や維持を目的とした施設です。当施設は、し
いたけの栽培から販売を一貫しているため、作業
の種類が多く、就労される方の作業内容や作業時
間に柔軟に対応できることが特徴です。しいたけ
栽培のメリットとしては①施設内作業のため季節
や天候に左右されず一定の作業量が確保される、
②作業が定型化されており、定型化された作業は
覚えやすく、身に付きやすいことにつながる、③
しいたけの収穫は、障がいを持つ人でも比較的
ゆっくりとマイペースで、安定した雇用生活に有
効である、④作業には様々なものがあり、障がい
の程度に合わせて、軽作業からやや体力の必要な
ものまで割り当てる事が可能との事です。財政が
厳しい当市においては、このような大規模な施設
建設・運営は厳しい状況であると認識しています
が、障がいのある方の就労継続支援は必要であり、
支援体制の充実に臨まなければならないと思いま
した。
＊就労継続支援Ｂ型とは、障がいや難病のある方
のうち、年齢や体力などの理由から、企業等で雇
用契約を結んで働くことが困難な方が、軽作業な
どの就労訓練を行うことができる福祉サービス。

小牧市での視察報告 いなべ市での視察報告
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　ただし、特例任用で一番避けなければならないの

は、これから管理職に就くべき職員が多くいるの

に、高齢職員がそのポストを譲らないことによって

役職に上がれず、組織のモチベーションが下がって

しまうことであり、このような状態になることは、

絶対に避けなければならないと考えている。

　定年延長を踏まえて、次年度以降の新規職員採

用をどう考えているのか。

　定年延長に伴って、高齢者層を多く抱えるとい

うことにはなってくるが、採用計画に当たっては、

単純にその年度をもって退職する職員の数だけ採用

するという考え方ではなしに、年度によって、退職

者が多い年少ない年があるが、その偏りを考慮しな

がら、採用者数を平準化していきたいと考えている。

さらに、今回、定年年齢が65歳まで段階的に引

き上げられる間に、退職者が存在しない年も出てく

るが、例えば、大学等を卒業して八幡浜市役所に入

りたいのに、その年は採用予定がないから受験でき

ないということがないようにしていきたいと考えて

いる。

学校給食の無償化を求める請願について

　「食」は生きていくうえで最も大切な

ものです。子どもたちのいのちと安全、生きる力、

発達を保障するための学校給食の果たす役割はます

ます大きくなっています。

　子どもの貧困増大や食材など物価の高騰と非正規

雇用の増加など、貧困と格差が広がっています。こ

うしたことを背景に自治体による学校給食費の保護

者負担を軽減する独

自の補助制度が全国

で３割を超える自治

体に広がり、全額補

助を行っている自治

体も増えています。

一方では、食材の高騰から給食費を引き上げざるを

得ない自治体も増え、給食現場でも食材調達の困難

が増大しています。

　憲法第26条２項では、「義務教育は、これを無償

とする」とされており、教育の一環である学校給食

は今こそ、国の責任で無償化すべきだと考えます。

以上の趣旨から、下記事項を実現するため、地方自

治法第124条の規定により政府および関係機関に意

見書を提出することを請願します。

　学校給食法において、学校給食は、単な

る食事ではなく、食育という位置付けであり、食生

活が自然の恩恵の上に成り立つものであることにつ

いての理解を深めたり、生命及び自然を尊重する精

神並びに環境の保全に寄与する態度を養うことな

ど、７項目にわたって目的が定められており、学校

給食自体も教育の一環であるというふうに考えられ

るため、義務教育の期間は、学校給食を無償化すべ

きである。

　要保護や準要保護の方々の給食費を無償

にするのは当然であるが、給食費を支払えるだけの

所得がある家庭については、当然支払うべきと考え

る。逆に無償化することにより、国の負債が増える

のであれば、これから成人していく子供たちの負担

が増大することについて、考える必要があるのでは

ないか。いずれにしても、本請願を採択するには、

まだ機が熟しているとは思えず、時期を精査したほ

うがよいと思う。

　以上、種々論議された結果、当委員会において、

本請願は賛成者少数により不採択とした次第である。

本請願を採択するには

まだ機が熟しているとは思えない

菊 池 　 彰民生文教委員長

問

賛成意見

反対意見

答

請願の趣旨
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辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて

　辺地という言葉、及び辺地度点数177点はどう

いう意味か。

　辺地は、交通条件及び自然的、経済的、文化的

諸条件に恵まれず、他の地域に比較して住民の生活

文化水準が著しく低い山間地、離島その他へんぴな

地域で、住民の数、その他について政令で定める要

件に該当しているものをいい、地域の中心を含む５

キロ平方メートルの面積の中に50人以上の人口が

必要な地域である。

　また、辺地度点数は、中心から市役所、病院、郵

便局、学校、駅などの距離のへんぴ度点数を足し上

げて、100点以上あるということが条件である。

　100点基準からいえば、この177点は、どの程

度のものと理解したらいいのか。

　中心から離れれば離れるほど、辺地度点数は上

がることになる。例えば、大島は292点である。

　辺地に係る公共的施設総合整備計画はどのよう

なタイミングで策定されるのか。

　財政課に予算要求をした際に、辺地債を利用

できると判断した時点で計画を上げるようにして

いる。

　辺地の対象施設はどのようなものがあるのか。

　辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政

上の特別措置等に関する法律では、大きく分けて５

つの施設が定められており、電灯用電気供給施設、

道路及び渡船施設、小中学校、診療施設、飲料水供

給施設の５つである。

八幡浜市職員の定年等に関する条例の一部を改正す

る等の条例の制定について

　特例任用の規定について、条例第９条第１項で

は、公務の運営に著しい支障が生ずること、と規定

しているが、公務の運営に著しい支障が生じると

は、具体的にどういうケースか。

　特例任用というのは、あくまで役職定年制にお

ける例外的な措置であるが、条例上、２つのパター

ンを準備している。

　１つは、勤務延長型特例任用であり、職務遂行上

の事情もしくは職務の特殊性ということに着目し

て、60歳時点での役職をそのまま60歳を超えても

最長で３年間続けていくことが出来るようにするも

のである。例えば、大規模なプロジェクトの担当課

長あるいは補佐が、プロジェクトをずっと引っ張っ

てきた中で、60歳到達により、そのプロジェクト

の完成前に役降りすることが、市にとって本当に望

ましいのか考えたときに、そういう場合には、プロ

ジェクト完成まで、当該役職のまま、現在の給与水

準を保証した中でやっていくことが出来るようにす

るものである。

　また、もう１つは、異動可能型特例任用であり、

これは、現在、本市が再任用制度の中で運用してい

る方法に近く、60歳到達時の仕事内容に縛られず

に、役職定年となる60歳以降も、最長５年間、同

じ役職のままで勤務することを可能とするものであ

るが、給与水準は７割とするものである。

　なお、本市の現在の再任用制度が、現職時代の役

職を引き継げる運用を行っている理由は、50代前

半の職員が極端に少なく、もし60歳の定年をもっ

て全員役降りをすれば、40代で課長になっていか

ないと成り立たないということになり、そういう体

制が、市を支える体制として望ましいのか考えたと

きに、今は一時的に成り手が出てくるまで、この例

外的措置を続けているものである。

辺地の対象施設は

どのようなものがあるのか

佐 々 木 加 代 子総務産業委員長

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答



　
編 

集 

後 

記

　「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
本
市
の
抱
え
る

行
財
政
上
の
課
題
解
決
に
向
け
た
議
案
の

審
議
・
表
決
結
果
や
、
議
員
個
々
の
識
見
・

政
治
姿
勢
を
も
っ
て
行
う
一
般
質
問
な
ど

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
ら
れ
る
よ
う
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
誌
面
の
主
と
な
る
一
般
質
問
は
、
市
政

が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

政
策
の
是
正
や
新
た
な
取
組
に
着
手
さ
せ

る
と
い
う
重
要
な
目
的
と
効
果
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
具
現
化
す
る
に
は
、
政
治
的

問
題
の
本
質
を
見
抜
く
洞
察
力
と
情
熱
、

責
任
感
が
質
問
者
に
求
め
ら
れ
、
同
時
に

「
い
つ
」「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
」
解
決

し
て
い
く
の
か
を
市
政
に
問
う
だ
け
で
な

く
、
自
ら
の
発
想
を
自
ら
の
声
で
市
民
に

伝
え
る
力
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
「
議
会
だ
よ
り
」

や
本
会
議
・
委
員
会
の
傍
聴(

視
聴)

に

よ
っ
て
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、「
一
言
も
の
申
す
」「
議
員
に
な
っ
て

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
」
な
ど
、

市
民
全
体
に
主
権
者
と
し
て
政
治
参
加
へ

の
気
運
が
高
ま
る
こ
と
を
切
望
し
て
お
り

ま
す
。

田
中
　
繁
則
　

  

《
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
》

八
幡
浜
市
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会
事
務
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ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ
い
て
　

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
額
の
最
新
の
実

績
は
ど
う
か
。

　
12
月
15
日
現
在
で
、
約
12
億
７
百
万
円

の
収
入
が
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
約

30
％
伸
び
て
い
る
。

　
協
力
事
業
者
に
対
し
て
、
返
礼
品
の
品

質
を
確
保
す
る
た
め
に
、
周
知
・
指
導
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
担
当
者
が
事
業
者
訪
問
を
行
い
、
品
質

の
基
準
や
梱
包
上
の
注
意
、
在
庫
管
理
の
方

法
等
に
つ
い
て
周

知
し
、
八
幡
浜
の

ブ
ラ
ン
ド
を
損
な

わ
ぬ
よ
う
、
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

八
幡
浜
市
指
定
ご
み
袋
製
造
業
務
に
つ
い
て

　
分
別
方
法
が
間
違
っ
て
い
る
ご
み
が
放

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
何
か
方
策

を
考
え
て
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
現
在
、
ご
み
の
分
別
方
法
を
紹
介
し
た

動
画
を
作
成
中
で
あ
り
、
こ
れ
を
市
の
公
式

に
ア
ッ
プ
し
て
、
市
の

か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
周
知
す
る
。

　
ご
み
問
題
に
対
し
て
、
公
民
館
や
ご

み
収
集
業
者
も
交
え
、
分
別
方
法
や
地
域
で

ど
う
徹
底
し
て
い
く
か
、
住
民
全
員
で
話
し

合
う
機
会
を
設
け
て
も
ら
い
た
い
。

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

　
こ
の
事
業
を
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
担
当
す
る
に
あ
た
り
、
新
た

に
妊
娠
８
か
月
頃
の
面
談
が
増
え
、
そ
の
人

員
体
制
や
専
門
的
な
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
現
在
行
っ
て
い
る
業
務
に
プ
ラ
ス
し
て

新
た
な
こ
と
が
始
ま
る
の
で
、
そ
の
適
切
な

人
員
配
置
や
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て
支

援
課
が
、
一
貫
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
回
の
事
業
は
国
の
施
策
で
あ
る
が
、

少
子
化
問
題
に
対
し
て
八
幡
浜
市
独
自
の
施

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
保
険
適
用
と
な

る
不
妊
治
療
に
係
る
自
己
負
担
分
を
無
料
と

す
る
助
成
を
、
愛
媛
県
下
で
最
初
に
検
討
し
、

実
施
し
て
い
る
。

　
八
幡
浜
市
に
住
ん
で
い
る
全
子
育
て

世
代
が
、
対
象
と
な
る

よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
か
な
い
と
人
口
は
増

え
て
い
か
な
い
と
思
う

の
で
、
他
市
に
先
駆
け

た
、
大
胆
な
、
画
期
的

な
人
口
増
に
つ
な
が
る

対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
失
わ
れ
た
３
０
年
と
言
わ
れ
、
い
ま
だ
に

続
く
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
も
達
成
で

き
て
い
な
い
我
が
国
日
本
に
あ
っ
て
、
近
年

の
懸
念
事
項
で
あ
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
蔓
延
に
よ
る
更
な
る
経
済
不
況
か

ら
、
い
ま
だ
経
済
回
復
が
見
通
せ
な
い
中
、

２
０
２
３
年
１
０
月
よ
り
開
始
予
定
の
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）

の
準
備
と
し
て
、
２
０
２
１
年
１
０
月
１
日

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
況
の

状
況
下
に
あ
っ
て
、
中
小
零
細
事
業
所
は
、

骨
身
を
削
る
思
い
で
経
営
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
資
金
繰
り
の
改
善
と
い
う
目
的

の
元
、
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
あ
っ
た
事
業
者
も

ま
も
な
く
そ
の
返
済
が
始
ま
る
時
期
が
参
り

ま
す
。
様
々
な
原
因
で
地
域
経
済
が
疲
弊
し

て
い
く
現
段
階
に
お
い
て
、
事
業
者
の
経
営

に
対
す
る
危
機
感
は
、
日
ご
と
高
ま
っ
て
お

り
、
事
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
懸
命
に
な

ら
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
の
連
続
で
す
。
日
本

の
経
済
の
大
宗
を
占
め
る
個
人
消
費
や
、
地

域
社
会
に
於
い
て
こ
の
中
小
零
細
事
業
所
の

存
在
は
、
営
み
、
生
活
基
盤
の
存
続
、
雇
用

の
確
保
等
、
大
変
重
要
で
あ
り
、
同
時
に
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
経
済
回
復
に
は
、
こ
の
よ

う
な
事
業
者
の
存
在
や
力
が
欠
か
せ
ぬ
も
の

と
認
識
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
上
記
の

理
由
に
よ
り
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
を
強
く
求
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

納
税
寄
付
額
の
最
新
の
実
績
は

意
見
書
を
国
へ
提
出

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求
め
る
意
見
書

予
算
委
員
会

上

田
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員
長
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